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プーシキンと＜レノーレ讃＞  
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採りいれてきた。   
＜レノーレ讃＞とは、死者が愛する者を墓場から迎えに来るという民間伝承  












t『レノーレ』、およぴ＜レノーレ罪＞について、詳しくは以下を参照されたい。拙稿「ロシ   
アにおける『レノーレ』受容」『文化と言語』第75号、2011年、137－172頁。  
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1841）、ゴーゴリ（H粗相刀aiiBac11仙e即日rhⅦ鴨，1809－1852）などの作品に継承  















2プーシキンにおけるゴシック小説の影響については、以下を参照。＆pc粗毒0．β．nyl山KHHH   
aHT71IIiic山浦（（rOTMeCKHii〉〉pOMaH／／MocKOBCKtlⅥnytJ］KHHIICT；M・，2000，C・192－213．；Ba仰OB．3．  
「oTltqeCKHiipoMaH B PoccHH，M．，2002，C．36－51．；TaMLPLLeTJTa，HP rbTIltleCKaE TPa井川叩朋IB   
pycc00蕗刀耶epaγpe，Mリ2008，C．57－85．詩人のゴシック的側面は『オネーギン』の女主人公タ   
チャーナの読書などにも反映されている。『オネーギン』第3章で列挙されるのは、ポリド  
リ（JohnWilliamPolidori，1795－1821）の『吸血鬼』（T71e陥〝鼎′re，1819）、マチューリン（Charles   
RobertMaturin，1782－1824）の『放浪者メルモス』（Melmoth（he肋nderer，1820）、ノディエ   
（CharlesNod廊17β0－1g44）の『ジャン・スボガール』（滋〃〝朋聯r，18柑）など、当時ヨー   
ロッパを席巻していたゴシック小説である。詳しくは以下を参照。田辺佐保子「＜タチャ   
ーナの夢＞の文学的背景」『一橋論叢j第89巻第1号、1983年。  
3ジュコーフスキイの『リュドミーラ』は新奇さにより読書界の大反響を呼び起こしたが、第   
2の翻案詩『スヴェトラーナ』は、さらに大成功をおさめた。その4年後、カテーニンは原   
詩のプロットに忠実、かつロシア的響きを最大限にとり込んだ翻案詩として『オリガ』を   
世に問うた。ジュコーフスキイを擁護したグネージチ（HHXO刀a鋲H8aHOB椚rHeJ11m，  
1784－1833）はカテーニンの詩作上の師にあたるが、バラッド論争においてはカテーニンの   
姿勢を厳しく糾弾した。これに応戦したのがカテーニンの親友グリポエードフ（血excaH即   
Cepree8Hl丹Ⅵ60印OB，1795－1829）であった。  



















5すでに15歳の時、詩人は姉オリガ（OJThraCepI℃eBHarlaBJTHLLIeBa，1797－1868）に捧げた抒情   
詩『姉に寄せて‖〟cec叩e，1814）のなかでFスヴヱトラーナ』の女主人公を想起している。   
「1血bCMO叩脚加川TeMHy月8月七／3a町椚HBO読CBeT刀aHO鎮（それとも遠い彼方を眺めているの／   
思いに沈むスヴェトラーナのように）」（l，41）以下、プーシキンの作品からの引用は功w〝〟〃   
AC・nO刀＝OeCO6paH＝eCOq＝＝eHH蕗817TOMaX．M．，1937－1959．により、（）内に巻数と頁数を   
ローマ数字とアラビア数字でそれぞれ記す。和訳は拙訳によるが、札幌大学鈴木淳一教授   
にご助言戴いた。また、以下を参考にした。『プーシキン全集』河出書房新社、1972年。小   
澤政雄訳『完訳エヴゲーニイ・オネーギン』群像社、1996年。稲田定雄訳『花婿』（『世界   
名詩集23プーシキン抒情詩』）平凡社、1968年。米川正夫訳『ウルダラーク』（『世界童   
話体系』第18巻）世界童話体系刊行会、1926年。外村史郎訳『西部スラヴの歌（抄）』（『プ   
ウシキン全集』第5巻）改造社、1937年。  
‘プーシキンとジュコーフスキイの交流について、詳しくは以下を参照。   
わ〟〟MeβC撒滋且β・nyⅢⅠⅩHH，T・l－2，M・，1990・；3葺∂朗研α〝〟片口ylU甜H‥H36HO叩a小目H   
mopqem：1826－1837・Mり1987・；〟呵W椚0甜ββ・XyxoBCK打鏑＝nyⅢ】K＝＝〟＝e3y＝TO8aRB．   
XyKOBCK＝ii＝eI℃BPeM3Z，几，1989・；3hzecFl・rlymKt．＝＝XyKOBCKM鏑〟rlyLZJKH＝pOJtO＝atla刀   
HO且OHpyCCKOii∬mep耶ypbI．M，一几，1941．  
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彼（プーシキンー執筆者註）は我が国の文学の希望だ。彼が自らを大人だと思いこん   
で、自分の成長を妨げないか心配だ。我々はみな一丸となって、この未来の巨人の成長   



















1960により、（）内に巻数と貢数をローマ数字とアラビア数字でそれぞれ記す。和訳は拙   
訳による。  
8ァルザマス会とプーシキンの関係については、以下を参照。乃〟〟甜ββα〟銃口yl山ⅢH，T．1，   
C．99－103，125－129．  
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（『ルスランとリュドミー ラ』が一執筆者註）『十二人の眠れる乙女』のパロディである   








コーフスキイらが名を連ねた。   
さらに1824年、詩人はオデッサでベッサラビア総督ヴォロンツォフ伯爵と衝  
9詳しくは以下を参照0〟呵㈲靴彫りり・uyT刀＝8ueX叩uBnO33H＝）KyxoBCⅨOrOHⅢyuK＝  
1810－XrO月OB〟IlyLLIKH＝：＝CCJ）eDOBaH朋HMaTepIlaJ［JJ，TOMlO，JT．，1982，C．44．；Tb，WauLe8CfnLu，   
nyⅢlXm，T．2，C．293－297．  
】0ジュコーフスキイは1815－1糾0年まで、25年の長きにわたって宮廷に仕えた。1815年、カ   
ラムジンの紹介で皇太后マリヤ・フヨードロヴナ（パーヴェルⅠ世の妻）の侍講となった   
のを皮切りに、大公妃アレクサンドラ・フヨードロヴナ（後にニコライⅠ世の妻）、大公ア   
レクサンドル（後の皇帝アレクサンドルⅡ世）の停育係をつとめた。宮仕えの身であった   
詩人は、直接皇帝らと渡り合い、多くの詩人・作家らの窮地を救った。プーシキンもその   
恩恵を蒙ったひとりである。ジュコーフスキイの翻訳および教育活動について、詳しくは   
以下を参照のこと。白倉克文『近代ロシア文学の成立と西欧』成文社、2001年、4ト71頁。  
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突する。これを機にミハイロフスコエ村での幽閉生活がはじまることとなった。  
当時、ジュコーフスキイは次のような書簡を送っている。  
私の心のコオロギくん（CBepqOKMOerOCePA11a）、きみは私宛に何度も手紙を書いたと   
言っているが、私はきみの手紙を全く受けとっていない。（‥・）きみは神になるべくし   
て生まれたのだ。前進しなさい。魂には両翼がある！魂は高みを畏れず、高みにはその   
真の要素がある！この両巽のおもむくままに任せなさい。そうすれば大空はきみのもの   
だ。私はそう信じている。（1824年6月1日付）（1V，509）11  
きみに生じたことや、自ら招いたことについて私が言えるのは「ポエジー」ということ   











‖ァルザマス会において、プーシキンは「コオロギ（CBeptlOK）」という綽名で呼ばれた。CBePtmt（   
は、ジュコーフスキイの『スヴェトラーナ』の一節「真夜中の使者こおろぎが／哀れな声   
を張りあげる（KpHKHyJ］XaJIO6HOCBePt．OK，／BecTHHKrIO刀yHOtlH）」（IIl，33）にちなんでプー   
シキンに与えられた綽名だった。ちなみに、ジュコーフスキイは仲間内で「スヴ工トラー   
ナ（CB印IaHa）」と呼ばれていた。（乃〟αMeβC〝戒nyI山KIIH，T．1，C．99－100．）  
■2ロシア語辞典の編者として高名なダーリは、当時医師として瀕死の詩人の最期に付き添っ   
た。プーシキンとダーリの交流については以下を参風。坂内徳明「昔話をめぐるひとつの   
避追－プーシキンとダーリ」『ロシア民話の世界』早稲田大学出版部、1991年、128－141頁。  
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n．A．カテーニン（その素晴らしい詩才は、桐眼な批評家であることの妨げにはならな   
い）は私たちに以下のように指摘した。この削除はもしかしたら読者諸君には好都合か   
もしれない。しかし作品全体の構想を損なうものである。なぜなら、これによって田舎   
の令嬢タチャーナから名流夫人クチャーナへの変貌が、あまりにも予想外の説明しがた   
いものになってしまうからだ。－これは経験豊かな芸術家の鋭い指摘である。（Vl，197）  
1ユヵテーニンとの交流については以下を参照。7bvαMeβC細長，nyl〃K叫T．1，C．257－270．  
】4 とは言え、カテーニンとのつきあいは、後年ある種の緊張も学んでいたようである。詳し   
くは以下を参照。月〃軌痴0．〟．《OT8eTK訂eHⅥ町〉〉，BpeMe鼎ⅥXnynlK払拭CKO鎮KOMhCCⅥ叫Bbl町CX   
27，Cn6．，199（i，C．115－119．  
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カテーニンの最初の素晴らしい作品は、栄えあるビュルガーの『レノーレ』の翻訳であ   
った。この作品は、すでにわが国ではジュコーフスキイの不正確ながら魅力的な模作をつ   
うじて知られていた。ジュコーフスキイは、ちょうどバイロンが『ファウスト』から『マン   
フレッド』を創造したのと同じようにして、ビュルガーの『レノーレ』から自作『レノ   
ーラ』を創造したのであった。つまり、彼もまたバイロン同様、模範とした原作の精神と形   
式を弱めてしまったのである。カテーニンはそれを感じとり、最初に創造された時の力   
強い美しさをまとった『レノーレ』を我々に示そうと思いたったのである。こうして彼は『オ  
リガ』を書きあげた。しかしその簡潔にして粗暴でさえある表現、「ふわふわとした影のつ   
らなり」にとって代わった悪党ども（cBO刀Oqb，3aMeHHBuMβ03少〟砂田坤e〃b椚g〃e滋）、夏の月   
光に照らされた村の風景の代わりに使われた絞首台（BJ4CeJIHua BMeCTO CeJIE・CKHX KapTt4H，   
03apeHH以X皿eTHeK）刀yHOIO）などは、慣れない読者層に不快な驚きを与えた。するとグネ   
ージチはそうした読者の意見を論文で摘発したのであるが、グリボエードフがこの論文   
の不公正さを暴きたてたのだった。（ⅩⅠ，220－221）  








1822）、『花婿』（助〃ば，1825）、『水死人』（ymo朋e〃〃ば，1S28）などのバラッド詩を創作し   
ている。当初ジュコーフスキイとの親和性が高かった′iラッド詩観が、1820年代の創作を   
経て変化していく過程について、詳しくは以下を参照。乃ⅢαMegC〝〟茄丘且nylⅢMH：pa60TbI   
pa3＝bⅨ刀訂，M・，1990，C・211－212・  
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この悪党 美女の方を見たかと思うと  
突然おさげをむんずとつかみ  
彼女を無残に刺殺し  

























t6TbJWauLe8CKua・nylⅢK＝＝，T・2，C・349・；3mKu〃∂E・r60XeCTBe＝＝bl去rTTarOn：IlyuJKH＝，   
r［pOtJHTaHHbIiiBPoccIIHHBOOpaH111用，M．，1999，C．95．  




















－1822年執筆、未完）18を参照してみよう。   
物語詩は、ならず者たちの野営で幕を開ける。  
Hec相月m匹HOBC刀m払  あれは 腐れゆく退体の山々に   
Ha叩〉恥ImeIOllⅡⅨ粗C代玖  鶴の群れが飛来していたのではない   
3aBoJm玖H伊払旧，B町rOme鏑  あれは ヴォルガの彼方 夜半の焚火の周囲に   
伽ⅨⅢa勤acd叩ar∝b．  命知らずのならず者たちが集まっていたのだ  
】7『花婿』に反映された＜盗賊の花婿＞のモチーフについて、詳しくは以下を参照。   
〟e叩mO80PB・Xe＝HXJ／CT肌OTBOpemu rTyluKMla1820－1830－X rO瓜OB．］）．，1974，C．35．；   
〃0β朗叫〝朗0・ガ・（（XeHIⅨ〉〉：CIOXelKOMnO3H町1月，CMbICJl〟MocKOBCm摘nyIⅢⅢm佗ちVJ孔199S，   
C．5－15．；田辺「＜クチャーナの夢＞の文学的背景」52頁。  
川『盗賊の兄弟』が未完に終わった経緯、草稿などについては以下を参駄句，〟∂一l∫朗〟且   
PoMam3MBTBOPtJeCT8eA・C．rTytDK托Ha，M．，C．76－88．；Tb．wa7LLeeCmLi；，nyLuKHH，T．2，C，72－82．  
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3∵∵∵E   
On∝打OC几，町伽も，pa38paち虚M飢一  危険、血、淫蕩、欺瞞－それこそ   





冬ともなれば 草木も眠る丑三時に  
命知らずのトロイカを仕立て  
歌と口笛を友に 矢のように  



















かと思えば 彼にはその眼前に  
広場に集う群衆が  
処刑場への恐ろしい道行が  











































19『花婿』の女主人公は、草稿の段階ではナクーシャではなくタチャーナと名づけられてい   
た。イェズイトヴァによれば、ナターシャはクチャーナの分身であり、クリスマス週間の   
夢にあらわれたクチャーナその人である（〟qw椚〃叫）kHHX，C．53．）。  
20ただし、第3章「タチャーナの手紙」、第8章「オネーギンの手級」については、韻律は4  
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韻律（3脚ホレイ、ダクティリ韻）が適用されている。   
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2－ジュコーフスキイの作品からの引用は均柑βC粗方β．」．no月HOeCO6paHHeCOq拙eH血托HⅢHCeM   
B20TOM狐，M．，200＄により、（）内に巻数と貢数をローマ数字とアラビア数字でそれぞれ   
記す。和訳は拙訳による。  
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0，He3HaiicIⅨCTpaLLJIAⅨCHOtl  おお 恐ろしき夢など知らずにいておくれ  














継がれていく。   












Hoc陀∽0叩山IHO叩p汀Tme…  しかしタチャーナは不意に恐ろしくなった…   
H刃一叩HMblCJmOCme  そしてスヴェトラーナのことを考えると   






22スヴヤートキの占いについては以下を参照のこと。「クリスマス週間、特に大晦日と主顕   
節には占いが行われた。人々は自分たちの運命や収穫の大／トを占い、娘たちは結婚占いを   
した。この占いは皿下の歌と呼ばれる歌を伴った。この歌がそう呼ばれるのは、この占い   
に不可欠な道具が、大きな皿であったからである。この皿に水を注ぎ、占いの参加者はみ   
な水の中に指輪を入れる。それから皿は布巾かハンカチでおおわれ、呪い歌が歌われた。   
比喩的な形式をとったこの小唄の内容は、歌のあとで引き出された指輪の持主の運命を予   
言するものであった。【また、伏せた皿の下から指輪が引き出されることもあり、「皿下の   
歌」の名はここに由来する。】ある者には新年に花婿が見つかり、ある者には火事が（「門   
の上に雄鶏がとまってる…」）、ある者には死が（「靴もうまくはけぬし、着物もうまく   
着られぬ…」）予言されるのである」（フョードル・セリバーノフ編著、金本源之助監訳   
『ロシアのフォークロア』早稲田大学出版部、1983年、5頁）また『スヴェトラーナ』で   
歌われる占い歌については以下を参照。MReTKy3HeuH3Ky3HHLDJ，／－Ky3Heu，Ky3HeLt，TL）MHe   
CKytlBetleLt，／H306pe30tJKOB3OJIOTO鏑rTepCTeflh，／H30CTaTOt］KO8MHe6yJlaBOtIeK，／MHe   
6yJIaBOⅦH－Hap月XaTTIC月，／30JIOTbTMBeHuOMMHe8eHtJaTtlC乳／KoMy）ⅨeMhICneJⅢ，／ToMyL106po，  
／Ko叫r8uHeTCJI，／ToMyC6yEeTCR．／（K3aMyXeCTBy）（PyccK打鏑中0瓜KJTOP，M．，19i5，C．108）  
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Zコロトマンやナポコフは、夢のなかでタチャーナの渡河を手助けする熊を媒酌人、仲介者と   
の連想で結婚を予知するシンボルとして解釈している。刀b〝川〟〟ノα〟PoMaHA．C，口ylUK刀Ha   
一’EBreHM再OHerHH”KOMMeHTaPHii．JI．，1980，C．270．；Ha60KO8B・B・KoMMeHTap11H K‖EBreHmO   
OHerHHy”AJteKCaHJ（ParlyuJKHtla：rlePeBOノICaHrJ］HiicKOrO・M・，1999，C，503．クチャーナの夢に   
ついて、詳しくは以下を参照。3痴2eC〟．nyIiIt（HHHXyKOBCK＝軋；PkMu308A．Mopo3Ha兄TbMa／／   
OroHhBeuefi．M．，1989．；J毎）uLe〃30〃MCHbJIlyl皿HHa／／MHXaHJt托plue＝30H．H36paHHOe．T，1．   
MynpocTt・nytlIKHHa．Gesharim，MocKBa－HepycaJMM，2000，C・184・；Katz，’’DreamSinPushkin’’，   
Cα／節用血ぷ仇fc助dfe∫，11，1980，p．71－103．；田辺「＜タチャーナの夢＞の文学的背景」。郡   
仲哉『プーシキンー饗宴の宇宙』彩流社、1999年、108－117貢。法橋和彦「プーシキンと   
夢占いのことども」Fロシア文学の眺め』新読宙社、1999年、105－140頁。  
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K舐1m，nOCKaJlaMK祖Iq3a，  幾度カフカスの岩場づたいに   
OHaJleHO匹玖叩H町He，  彼女はレノーレのごとく 月光のもと   









24当初、『オネーギン』は全10牽から構成されていた。定稿第7章と第8章のあいだに、主   
人公の遍歴を描いた章が構想されていた。この章は語り手の感慨や趣味の吐露が過半を占   
め、他の章と比して異質性が突出している。したがって、作品全体を見渡した際、遍歴の   
章が全体のバランスを大きく損なうものとなったであろうことは容易に推測できる。最終   
的にこの章はテクストから削除され『オネーギンの旅の断章』として本文に添えられた。   
『断章』は19遠から成り、34連から成る未発表草稿が残されている。また、ポルジノで   
起稿された第10章は、冒頭部分を除いて詩人自身の手で焼却された。  
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れたと考えられる。   
以上のように『オネーギン』においては、全篇にわたって＜レノーレ諾＞の  
モチーフがちりばめられているのである。  














Ⅹ01Ⅲ椚m口0卸叩卸，  鳥たちは丘をひた走る   
ToローI叩CHerr町鮎xo鎮…  深雪踏みしめ…   
BoT，BCm卵瓜e馳Ⅲ戒xpaM  ふと見遣ればかたわらには  
25『ベールキン物語』は以下の5篇からなる。全作がボルジノの秋（1830年）に書かれた。   
執筆順に『葬儀屋』（仲0∂0β叫〟だ）、『駅長』（C〝】〟〃り〟0〃仙J痴釧Omp〃m朗b）、『百姓令嬢』   
（坤b′M昭一岬eCmb月〝相）、『その一発』（βb∫C椚P朗）、『吹雪』（Aゐm色相）が挙げられる。   
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も可能である。   
『吹雪』の舞台はナポレオン戦争（1812年）前夜の1811年末に設定されてい  
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しかしヴラジーミルが村外れから雪原へ出るや否や、さっと風が吹きつけて何も見分   
けられぬ猛吹雪になった。たちまち道は雪に埋もれてしまった。周囲の輪郭も黄味がか   
った白っぽい闇の中に消え失せ、その闇をとおして白い雪片が飛んできた。天地の見分   
けもつかなかった。ヴラジーミルは雪原で我に返り、再び道に出たいと思ったが無駄だ   
った。馬はあてずっぱうに進み、しきりと吹きだまりに乗りあげたり、穴に落ち込んだ   
りを繰り返し、槙は絶え間なく転覆し続けた。ヴラジーミルは現下の方向だけは見失わ   
ないように必死だった。しかし、もう三十分以上過ぎているように思えるのに、まだジ   
ャドリナの林には辿りつけなかった。さらに十分はどが経過した。林はまだ見えなかっ   
た。ヴラジーミルは深い窪地に寸断された雪原を進んでいた。吹雪は止まず、空も晴れ   
なかった。馬は疲労の色を見せはじめ、ヴラジーミルはのべつ腰まで雪に埋もれながら  
26プーシキンが花婿を死の花婿（ヴラジーミル）と生の花婿（プルミン）に分化したという   
解釈もある。詳しくは以下を参照。浅岡宜彦「虚構と現実の交錯（『吹雪』を読む）」『むう   
ざ』第18号、ロシア・ソヴェート文学研究会、1999年、63－74頁。浅岡は花婿の分化の例   
として、アーヴィング（WashingtonIrving，1783－1859）の『幽霊花婿』（TheSpectnBridqgroom，  
1819）を挙げている。このはか、以下の著作でもヴラジーミルとプルミンの分身性が指摘   
されている。郡『プーシキンー饗宴の宇宙』139貫。  
27ジュコーフスキイの原詩とエピグラフの詩行には若干の異同がある。プーシキンは原詩の   
「BopoI”apKaeT：ⅢetIaJ［h！（黒鶉の囁き声が告げるは悲嘆！）」という詩行を「BellI”鏑CTOH   
r刀aC打rneqMも！（不吉な坤きが知らせるは悲嘆！）」と書き替えている。  
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も大粒の汗を況していた。（VIII，79－80）   
同じころ、プルミンも吹雪に道を遮られていた。以下は回想の場面である。   
「1凱2年の初めでした」プルミンは言った。「私は我が連隊の駐屯地ヴィルナに急いで   
いました。ある晩おそく宿駅に到着すると、私は急いで替馬を用意させようとしました。   
とたんに猛吹雪となり、駅長も駁者たちも私にしばらく待機するよう勧めました。彼ら   
の言葉に従ったのですが、わけのわからぬ焦燥に駆られたのです。誰かが私の背中をし   
きりと押しているように感じました。その間も吹雪はおさまりませんでした。とうとう   
我慢できずに、馬の用意を命じて暴風雪のさなかに出発したのです。駁者は河沿いに進   
むことを思いっきました。三ヴェルスタは近道ができると踏んだのです。両岸は雪に埋   
もれていました。駁者は街道へとつながる地点を通過してしまい、我々は見知らぬ方角   
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品であるが、『吹雪』とあわせて鑑賞することにより、雪原を彷復するヴラジ  
ーミルの恐怖や白い闇との絶望的な格闘を追体験することが可能になるだろう。28  





鈴の音が シャン シャン シャン・‥  
背中がぞくぞく いつの間にか  
見知らぬ平原のど真ん中に！  
「そうれ進め 駁者よ！……」「だめだよ  




道を逸れちまいました どうしたもんだか！  
どうやら悪魔が俺らを雪原に連れ出し  
あっちへこっちへとひきずり回しているようだ  
ほら悪魔の奴 あそこをぶらついてやがる  



































28 F悪魔たち』やF吹雪』の書かれた状況、詩人の心理状態について、詳しくは以下を参照   
のこと。J‾わuLefL30TJM MeTeJtb／／M＝XaHJlrtPuJeH30Il・H36paHHOe．T．1．MyEpOCTもnyInKt4Ha．   
Ge51】arim，MocI（郎トHepyc狛ⅥM，2000，C．89．  













鈴の音が シャン シャン シャン…  
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など、俗調を意識した手法が豊富に採りいれられている。   
エトキントの詳細な構造分析によると、全7連のうち、冒頭の第1連、中央  
に配置された第4連、末尾に位置する第7連において、印象的な詩行「黒雲が  

















29 3mKu〃J，t；0）ⅨeCTBeHHI，lfiITIarOJt，C305－308．エトキントはさらに、バラッド詩の前半と後半で、   
悪魔（6ec）という語が単数（6ec）から複数（6ecbI）に変じる点にも注意を喚起している。   
第4連を境界とした前半（第1連から第3連）の語り手は駁者であり、駁者の想定する悪   
魔は単数（6ec）である。これに対置される後半（第5速から第7連）の語り手は「私（旦   
那）」であり、悪魔は複数（6ecbI）となっている。前半はフォークロアの世界を表象し、後   
半はロマン派の詩的世界を表象している。エトキントによると、複数形の悪魔（6ecbl）は、   
ビュルガーの『レノーレ』を囁矢とする＜レノーレ讃＞において顕著に描かれているとの   
ことである。  
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2－4．『西スラヴ人たちの歌』（〟ec〃〃3〟〃〟∂肋Jズ∽α朗〃，1834）   
あまり知られていないプーシキンの作品に『西スラヴ人たちの歌』がある。  











ユ0『西スラヴ人たちの歌』について、詳しくは以下を参照。3m〝〟〃∂，60）KeCTBeIⅢu鎮maro几，   
C．498－519．；¢awuLEe8 CA，く（rIecHH 3anaJIHhTX CJIaB月H〉〉 rIyHIKHHa〟 nyxoBHa37 KyJtUrypa   
cJTaB月HCJQ4XHaPOAOB．JI．，1983，C．130－145・；物a8be8aO・C・06pa3＜（MepTBO”【BO3皿06JIeHHO鏑〉〉B   
TBOptleCTBeIlyuJKH＝a〟BpeMe＝＝Hf（rIyLUKHHCKO疏7（OMJ4CCHn，BbIrIyCK24，几，1991，C，17－41・；   
P甲8uTJM駕 Tk・na B・H uHKnH3aLP月B Tt10ptleCTBe nyulKHHa：OIll・）TI†3ytIeHH3Ir103THⅢⅠ   
ⅩOHBepreHmOrOCO3HaH肌，HoBOCH6HpCK，2001．C．129－150．；栗原成郎「劇詩『ルサールカ』と   
その周辺」Fプーシキン再読j創元社、1987年、126－139頁。このはか、比較文学的研究、   
フォークロア研究などが散見される。  
ユ】プーシキンの＜吸血鬼弄＞への関心について、栗原は以下のように述べている。「プーシキ   
ンの吸血鬼に対する関心は、バイロン（ポリドリ）、メリメ、カルメによって喚起されたも   
のであり（プーシキンの蔵書のなかにはカルメの書物が見出される）、その関心の持ち方は、   
西ヨーロッパ人なみに、異国趣味的である。ロシア語には「吸血鬼」を意味する「ウプィ   
リ」（upyr，）という語は古くからあったが、多少とも文学的意味合いをもつ「ヴァンピール」   
（vampir）という言葉は十八世勧こフランス語ないしドイツ語から借用され、南スラヴ語   
起源の「ヴルダラーク」（YWdalak）がロシア語の語彙のなかにはいったのは十九世紀前葉   
であり、この語を『酉スラヴ人の歌』のなかで用いたプーシキンの影響は絶大である」（栗   
原成郎『増補新版スラヴ吸血鬼伝説考』河出書房新社、1991年、248頁。）  
32伊東一郎「プーシキンの『西スラヴ人の歌』とメリメの『グズラ』」『ロシア文化研究』第  
1g号、早稲田大学ロシア文学会、2011年、1－30貢。同著者「プーシキン『酉スラヴ人の歌』   
におけるセルビア民謡の翻訳2篇について（1）」『早稲田大学大学院文学研究科紀要』第   
54輯、2009年、159－174頁。同著者「プーシキン『西スラヴ人の歌』におけるセルビア民   
謡の翻訳2篇について（2）」『早稲田大学大学院文学研究科紀要』第56輯、2010年。  
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独創性、セルビア叙事詩のデセテラツ（deseterac、10音節詩行）詩型韻律の特  
殊な適用法などについて詳述され、詩人の創作姿勢の知られざる一面に光をあ  

























TbIⅥaMOJⅢ打Ⅰら叫1叩u叫KmepHHa：   
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ユユ『西スラヴ人たちの歌』収録の詩篇の過半（4脚ホレイで古かれた4扇を除く）はロシア   
詩の伝統的脚韻を踏んでおらず、セルビア叙事詩のロシア語訳において伝統的に適用され   
てきた韻律が採用されているとのことである。詳しくは以下を参照。伊東「プーシキンの   
『西スラヴ人の歌』とメリメの『グズラ山20－21頁。  
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唇は真っ赤な血潮に染まり －  
深く掘られた墓は血に溢れ返っていた  
哀れなマルコが杭を振り上げるも  
死者は金切声をあげ すばやく  
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彼は黙って座り マルコを見つめはじめたが  
老人が祈祷で彼を追い払った   
プーシキンと＜レノーレ詔＞（飯田梅子）  
B叩¶戒月eHも抑u餌叩ⅨMa恥吼一  三日日には驚くはどに小さな男が入って来た  
Mor6b10H叩油MC叫em闇叩bI∝，  背丈はクマネズミに乗るぐらいがおちだが  
Hoc駅p皿myHe和訓もIerT揖W．  不吉な限を輝かせていた  
Hcr叩耽8叩en戒pぉerpr叩nl飢，  老人が三度この小人を追い払うと  











全身汗だくで 恐怖に蒼雄め  
墓地を通って帰宅しようとしていた  
哀れなヴァーニャは息も絶え絶えに  
置きながら よろよろと  
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（Ⅲ，356－357）   
m匹！Ma恥戒月HeCl灯仏瓜戒；  
Cl尤餌y払岬bMe朋00耽eM，  





















ーレ讃＞のモチーフである。   
本稿では、プーシキンにおける＜レノーレ讃＞、＜吸血鬼讃＞のモチーフを   









封同時代作家としてはソモフ（OpecTMHXMO8HqCoMOB，1793－1833）、ベストウージェフ＝マ   
ルリンスキイ（血eKCaH叩血eKCaRApO8椚6e叩e8－MapmlHCKl涌，1797－1＄37）、次世代詩人・   
作家としてはゴーゴリ（HHXO月戚BacIl瓜eBImhm叫1809－1852）、レールモントフ（Mw   
rOpheB椚JIepMOHTOB，1814－184I）、A．K．ト）t／ストイ（んIeJ（Ce弟KoHCTaJmHOBm TbncTOii，  
1817－1875）、トゥJt／ゲーネフ（H現HCepreeBHllTypreHeB，1818－1883）など。  
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